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序 文 .. 

電気泳動学会創立 40 年記念誌によせて

電気泳動学会は 10 周年 ， 20 周年， 30 周年の区切りをつけつつ歩み来たり ， 今日 40 周年を迎

えることとなった.

思えば，昭和 24 年本会の設立にたずさわった人達の殆どが 20 歳代，ないし 30 歳そ ζ そ乙で

あった 周囲をおもんばかる智恵もなく，ただ前進あるのみの連中がや っ た，がむしゃ らな設立作

業であった.昭和 25 年，電気泳動研究会の発足lζ 当たり初代会長となられた児玉桂三先生は乙の

若い連中のなすがままにまかせ，指示，命令をする ζ とは殆どなか っ た.我々がお伺いをたてた時

だけ口をきかれたが， うん，それでいいだろうといわれるのが常であ ったように恩う.ただ一度だ

け私の記憶に残るのは，本学会も日本医学会の分科会と したいと申し上げたと ζ ろ . rそんなもの

には入らんでええ」 と一言だけいわれたことである.今考えれば，本学会は医学のみならず広い分

野の人逮の集まりでなければな らないというと とを夙に考えて居られたのである.

機関誌に 「生物物理化学. Physico-Chemical Biology J の名をつけたのは私だっ たと思う.児玉会

長は「うん」といわれたー御満足だったのだと思う その機関誌も VoL 34 を迎えようとしている .

10周年前後のととであっただろうか.一体乙の学会はいつまで続くのだろう?一体いつまで私は

乙の学会をやらねばならぬのだろう?という不安と愚痴めいた言葉をつぶやいた ζ と があっ た.

「一生だよ 君は死ぬまでやるんだ」 といったのは阿部正和君だったと記憶している.

学会は私の不安をよそに思いがけぬ発展を遂げ，今日 κ至IJ った.私と島尾和男君の二人三脚を中

心とした多 くの若い人達の合作であったといったらお ζがましいであろうか この合作の背後には，

藤井暢三， 宮本 疎，杉本良一，石井 進などの諸先達の適切なコン ト ロールがあ っ た. いずれの

諸先生も物故された 永年学会本部は東大医学部生化学教室におかれたが，児玉桂三教授のあとを

ついで東大医学部生化学講座を担当された島随順雄名誉会員が今日なお御壮健で本会に出席されて

いることは誠に喜ばしい.

とと 40 年ないし 30 年来の本学会の戦士逮がずらりと筆を連ねてのこの 40 年誌である.懐か

しい ζ とではないか !

40 周年は回想と反省の好機ではあろうが. 50 年. 60 年を目指して突進するスター ト 台でもある

本誌は本会をこ ζ まで育んだ諸先輩，同僚の労への讃歌でもあるが，むしろ，次代を背負う若い会

員への激励をこめて上梓するものである乙とを記 して序とする

平成元年十月吉日

平井秀松記す
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